
 平 成 ２ ３ 年 度  第 ２ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 種

別 Ｄ Ｄ 第 三 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        １２時４０分 

２  試験科目数別終了時刻 
 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ３ 時 ２ ０ 分 １ ４ 時 ０ ０ 分 １ ４ 時 ４ ０ 分 

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ 
  問 題 番号 ご と の解答数  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ Ｍ － 1 ～  6

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ― Ｍ － 7 ～ 10

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ― Ｍ － 11 ～ 14

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。  

[記入例]  受験番号  ０１M９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 

受　　験　　番　　号

000000000

111111111

22222222

333333Ｊ3

444444

55555

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

5

6

4

5

6

7

8

9              

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成

Ｈ

Ｔ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

(４)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

   

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 
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Ｍ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、抵抗Ｒ４ が (ア) オームであるとき、端子ａ－ｂ間の合成抵

抗は、１オームである。 (５点)

① １８ ② ２７ ③ ３６

(２) 図２に示す回路において、端子ａ－ｂ間に６０ボルトの交流電圧を加えたとき、この回路に

流れる電流は、 (イ) アンペアである。 (５点)

① １２ ② １５ ③ ２０

(３) 平行に置かれた２本の直線状の電線に、互いに反対向きに直流電流を流したとき、両電線間

には (ウ) 。 (５点)

① 互いに引きあう力が働く ② 互いに反発しあう力が働く

③ 引きあう力も反発しあう力も働かない

(４) 断面が円形の導線の単位長さ当たりの電気抵抗は、断面の直径を２倍にすると、 (エ)

倍になる。 (５点)

１ １① ② ③ ２ ④ ４４ ２

図 １

ｂａ

Ｒ１＝２

Ｒ２＝３

Ｒ３＝９

Ｒ４

Ω

Ω

Ω

Ｒ５＝５４ Ω

図 ２

Ｒ＝３ ＸＣ＝４

ａ ｂ

Ω Ω
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Ｍ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ｐ形半導体の多数キャリアは、 (ア) である。 (４点)

① イオン ② 正 孔 ③ 自由電子

(２) 図１に示す回路に、図２に示す波形の入力電圧ＶＩを加えると、出力電圧ＶＯは、 (イ)

の波形となる。ただし、ダイオードは理想的な特性を持ち、|Ｖ|＞|Ｅ|とする。 (４点)

(３) 半導体は、温度が上昇したとき、一般に、その電気抵抗は、 (ウ) 。 (４点)

① 増大する ② 変化しない ③ 減少する

(４) トランジスタ回路の三つの接地方式のうち、入出力電流がほぼ等しくなる回路は、 (エ)

接地方式である。 (４点)

① ベース ② エミッタ ③ コレクタ

(５) トランジスタ回路において、ベース電流が (オ) マイクロアンペア、コレクタ電流が

２.４９ミリアンペア流れるとき、エミッタ電流は２.５５ミリアンペアとなる。 (４点)

① ０.０６ ② ５.０４ ③ ６０

Ｅ

Ｒ

ｖＩ ｖＯ

図１

t

ｖI

0
-Ｅ
-Ｖ

Ｅ
ｖ

図２

t②

ｖＯ

0
-Ｅ
-Ｖ

Ｅ
Ｖ

t①

ｖＯ

0
-Ｅ
-Ｖ

Ｅ
Ｖ

t③

ｖＯ

0
-Ｅ
-Ｖ

Ｅ
Ｖ

t④

ｖＯ

0
-Ｅ
-Ｖ

Ｅ
Ｖ
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Ｍ－3

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 表に示す２進数 Ｘ１、Ｘ２について論理積を求め１０進数に変換すると、 (ア) になる。

(５点)

① １４５ ② １８９ ③ ３３４

２進数

Ｘ１ ＝ １００１１１０１

Ｘ２ ＝ １０１１０００１

(２) 図１に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣは、それぞれの円の内部を表すとき、塗りつぶし

た部分を示す論理式は、 (イ) である。 (５点)

① Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ ② Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

③ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

図１

ＣＢ

Ａ
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Ｍ－4

(３) 図２に示す論理回路において、Ｍの論理素子が (ウ) であるとき、入力ａ及び入力ｂと

出力ｃとの関係は、図３で示される。 (５点)

図２

図３

(４) 次に示す論理式をブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) で表す

ことができる。 (５点)

(Ａ＋Ｂ)･(Ｂ＋Ｃ)･(Ａ＋Ｂ)･(Ｂ＋Ｃ)

① Ａ＋Ｂ ② Ａ･Ｂ･Ｃ ③ Ａ＋Ｂ＋Ｂ･Ｃ

① ② ③

入力ｂ
入力ａ

出力ｃ

Ｍ

a

b

c

1

0

1

1

0

0

入力

出力
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Ｍ－5

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図において、電気通信回線への入力電力が２２ミリワット、その伝送損失が１キロメートル

当たり (ア) デシベル、増幅器の利得が１１デシベルのとき、電力計の読みは、２.２ミリ

ワットである。ただし、入出力各部のインピーダンスは整合しているものとする。 (５点)

① ０.６ ② １.６ ③ １６

(２) ケーブルにおける漏話について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (５点)

Ａ 同軸ケーブルの漏話は、導電的な結合により生ずるが、その大きさは、通常の伝送周波数

帯域において伝送される信号の周波数が低くなると小さくなる。

Ｂ 平衡対ケーブルを用いて構成された電気通信回線間の電磁的結合による漏話は、心線間の

相互誘導作用により生ずるもので、その大きさは、誘導回線の電流に比例する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 線路の接続点に向かって進行する信号波の接続点での電圧をＶＦとし、接続点で反射される

信号波の電圧をＶＲとしたとき、接続点における電圧反射係数は (ウ) で表される。(５点)

ＶＲ ＶＦ－ＶＲ ＶＲ① ② ③ＶＦ ＶＦ ＶＦ＋ＶＲ

(４) 特性インピーダンスがＺ１の通信回線に負荷インピーダンスＺ２を接続する場合、Ｚ２が

(エ) 、接続点での入射電圧波は、同位相で全反射される。 (５点)

１① Ｚ１と等しいとき ② Ｚ１の のとき ③ 無限大のとき２

電気通信回線

２９ kｍ

電気通信回線

６ kｍ
増
幅
器

発振器 電力計Ｗ
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Ｍ－6

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光ファイバ通信で用いられる光変調には、光が透過する媒体の屈折率や吸収係数などを変化

させ、光の属性である (ア) 、周波数、位相などを変化させ、光ファイバ通信に適した光

信号に変換する方法がある。 (４点)

① 振幅(強度) ② 利 得 ③ 反射率

(２) デジタル伝送における信号の多重化には、一般に、複数の信号を時間的に少しずつずらして

配列する (イ) 方式が用いられる。 (４点)

① ＦＤＭ ② ＳＣＭ ③ ＴＤＭ

(３) デジタル伝送に用いられる伝送路符号には、伝送路の帯域を変えずに情報の伝送速度を上げ

ることを目的とした (ウ) 符号がある。 (４点)

① 直流分抑圧 ② 多 値 ③ 零連続抑圧

(４) デジタル回線の伝送品質の評価尺度について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。(４点)

Ａ ％ＳＥＳは、１秒ごとに平均符号誤り率を測定し、平均符号誤り率が１×１０－３を超え

る符号誤りの発生した秒の延べ時間(秒)が、稼働時間に占める割合を示したものである。

Ｂ ％ＥＳは、１秒ごとに符号誤りの有無を測定し、符号誤りの発生した秒の延べ時間(秒)が、

稼働時間に占める割合を示したものである。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 光ファイバ内における光の伝搬速度はモードや波長によって異なり、受信端での信号の到達

時間に差が生ずる。この現象は、 (オ) といわれる。 (４点)

① 干 渉 ② 分 散 ③ エコー
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Ｍ－7

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 図は、電話共用型のＡＤＳＬサービスにおける、ＡＤＳＬスプリッタに接続される配線コード

を示したものである。配線コードBの接続先について述べた次の記述のうち、正しいものは、

(ア) である。 (５点)

① ＡＤＳＬモデムの回線ポート ② ＡＤＳＬモデムのＬＡＮポート

③ アナログ電話機の｢ＬＩＮＥ｣などの表示があるモジュラジャック

(２) ＩＰ電話機を、ＩＥＥＥ８０２.３において標準化されている１００ＢＡＳＥ－ＴＸのＬＡＮ

配線に接続するためには、一般に、 (イ) の両端にＲＪ－４５といわれる８ピン・モジュラ

プラグを取り付けたコードが用いられる。 (５点)

① 非シールド撚り対線ケーブル ② ３Ｃ－２Ｖ同軸ケーブル
よ

③ ０.６５ｍｍ２対カッド形ＰＶＣ屋内線

(３) ＩＥＥＥ８０２.１１において標準化されている無線ＬＡＮのうち、国内で使用されている

２.４ＧＨz帯のＩＳＭバンドを使用する無線ＬＡＮでは、 (ウ) 方式を用いて、電子レンジ

や各種のＩＳＭバンド対応機器など、他のシステムからの干渉を避けている。 (５点)

① 単側波帯振幅変調 ② 波長分割多重 ③ スペクトル拡散変調

(４) 電話共用型のＡＤＳＬサービスで用いられるＡＤＳＬスプリッタは受動回路素子で構成され

ており、ユーザ側の商用電源が停電しても、 (エ) からの給電により停電時でも動作する

固定電話機を利用することができる。 (５点)

① ＡＤＳＬモデム内にあるバックアップ用の乾電池 ② 電気通信事業者側

③ サーバとして使用中のコンピュータに接続されたＵＰＳ

(５) ＩＰ電話のプロトコルとして用いられている (オ) は、ＩＥＴＦのＲＦＣ３２６１にお

いて標準化された呼制御プロトコルであり、ＩＰｖ４及びＩＰｖ６の両方で動作する。(５点)

① Ｈ.３２３ ② ＩＣＭＰ ③ ＳＩＰ

L
IN
E

PH
ON
E

M
OD
EM

ＡＤＳＬスプリッタ

ＰＨＯＮＥ

ＭＯＤＥＭ

C

B

ＬＩＮＥ

A
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Ｍ－8

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２５点)

(１) インターネット常時接続サービスを提供している電気通信事業者のうち、ＰＰＰｏＥ(Point

to Point Protocol over Ethernet)を使用している電気通信事業者のネットワークの (ア)

値は、イーサネットの (ア) 値の１,５００バイトより小さく設定されている。 (５点)

① ＭＴＵ ② ＭＳＳ ③ ＲＷＩＮ

(２) デジタル信号を送受信するための伝送路符号化方式のうち (イ) 符号は、図１に示すよ

うに、ビット値０の時は信号レベルを変化させず、ビット値１が発生するごとに、信号レベル

を低レベルから高レベルへ、又は高レベルから低レベルへ変化させる符号である。 (５点)

① ＭＬＴ－３ ② ＮＲＺＩ ③ マンチェスタ

図１

(３) 図２に示す、メタリックケーブルを用いた電話共用型ＡＤＳＬサービスの設備形態におい

て、ＡＤＳＬ信号の伝送品質にほとんど影響がない場合について述べた次の二つの記述は、

(ウ) 。 (５点)

Ａ 電気通信事業者の装置からユーザへの引込み線の接続箇所までのケーブル長が、数キロメ

ートルに及ぶ場合

Ｂ 架空区間の通信ケーブルの上方を低圧架空電線路が、規定値以上の離隔距離を保ち、ほぼ

直角に近い角度で交差している場合

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

図２

入力

出力

高レベル

低レベル

１０ ０ １ １ ０ １１

ケーブル終端

電気通信事業者の装置

ユーザへの引込み線

ユーザまでのケーブル長

低圧架空電線路
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Ｍ－9

(４) ブロードバンドサービスに適用される光アクセスネットワークの設備構成のうち、ＰＯＮ

(Passive Optical Network)は、電気通信事業者側の設備から配線された１心の光ファイバを、

光スプリッタで複数本の光ファイバに分岐してユーザ側に配線し、ユーザ側の (エ) と電

気通信事業者側のＯＬＴとの間を、光ファイバで接続する構成である。 (５点)

① ＯＮＵ ② ＤＳＵ ③ ＡＤＳＬモデム

(５) ＩＰｖ６アドレスの表記は、１２８ビットを１６ビットずつ８ブロックに分け、各ブロック

を (オ) で表示し、各ブロックはコロン(：)で区切られる。 (５点)

① ８進数 ② １２進数 ③ １６進数

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２５点)

(１) 英単語をパスワードとして使用している場合、そのパスワードは (ア) 攻撃により悪意

のある第三者に容易に解読されるおそれがある。 (５点)

① ＤｏＳ ② 辞 書 ③ バッファオーバフロー

(２) サーバなどへのアクセス時において、アクセスしようとしているユーザが本人であるかどう

かを確認する仕組みはユーザ認証といわれ、一般に、 (イ) の組合せによる認証方法が用

いられる。 (５点)

① ユーザＩＤとアカウント ② コマンドとキーワード

③ ユーザＩＤとパスワード

(３) ＡＤＳＬ回線を利用してＩＰｖ４の環境でインターネットに接続されるパーソナルコンピュ

ータなどの端末は、ＡＤＳＬモデムなどの (ウ) サーバ機能が有効な場合は、起動時に、

(ウ) サーバ機能にアクセスしてＩＰアドレスを取得するため、端末個々にＩＰアドレス

を設定しなくてもよい。 (５点)

① ＳＮＭＰ ② ＤＨＣＰ ③ ＩＣＭＰ

(４) ＬＡＮを構成する機器であるルータでは、四つの層から構成されているＴＣＰ／ＩＰプロト

コル群のうち、 (エ) 層が提供するＩＰプロトコルが使われ、異なるＬＡＮ相互を接続す

ることができる。 (５点)

① インターネット ② トランスポート ③ ネットワークインタフェース

(５) ＵＴＰケーブルへのコネクタによる成端時に発生するトラブルなどについて述べた次の二つ

の記述は、 (オ) 。 (５点)

Ａ コネクタによる成端時の結線の配列違いには、リバースペア、クロスペア、スプリットペア

などがあり、漏話特性の劣化やＰｏＥ機能が使えないなどの原因となることがある。

Ｂ コネクタ付きＵＴＰケーブルを現場で作製する際には、近端漏話による伝送性能に与える

影響を最小にするため、コネクタ箇所での心線の撚り戻し長はできるだけ短くする注意が必

要である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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Ｍ－10

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) マルチモード光ファイバでは、コアの外側になるほど屈折率を小さくして、屈折率分布を最

適化すれば (ア) を小さくできる。 (５点)

① マイクロベンディングロス ② レイリー散乱損失 ③ モード分散

(２) ＵＴＰケーブルを図に示す８極８心のモジュラコネクタに、配線規格(Ｔ５６８Ｂ)で決めら

れたモジュラアウトレットの配列でペア１からペア４を結線するとき、ペア２のピン番号の組

合せは、 (イ) である。 (５点)

① １番と２番 ② ３番と６番 ③ ４番と５番 ④ ７番と８番

(３) １００ＢＡＳＥ－ＴＸのＬＡＮ配線工事について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。

(５点)

Ａ 配線ケーブルは、カテゴリ５の非シールド撚り対線を用いればよい。

Ｂ クラス２のリピータハブのカスケード接続は４段までとなるように、リピータハブの設置

及び配線を行う必要がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ＬＡＮ配線工事において、一般に、自動識別機能、アップリンクポート及びカスケードポー

トが搭載されていないハブどうしをＬＡＮケーブルで接続するとき、接続に使用するケーブル

は、 (エ) ケーブルである。 (５点)

① ＲＳ－２３２Ｃ ② ストレート ③ クロス

(５) ｘＤＳＬ伝送方式における伝送速度の低下要因について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。

(５点)

Ａ ユーザ宅内でのテレビやパーソナルコンピュータのモニタなどから発生する雑音信号は、

屋内配線ケーブルを通るｘＤＳＬ信号に悪影響を与えたり、伝送速度の低下要因になること

はない。

Ｂ ＡＤＳＬ伝送方式においては、メタリックケーブルルート上にブリッジタップがある場合、

伝送速度の低下要因になることがある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

アウトレット位置
2 3 4 5 6 7 81

コネクタ前面図
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Ｍ－11

端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２５点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (５点)

① 電気通信とは、有線、無線その他の電磁的方式により、符号、音響又は影像を送り、

伝え、又は受けることをいう。

② 基礎的電気通信役務とは、国民生活に不可欠であるためあまねく日本全国における

提供が確保されるべきものとして総務省令で定める電気通信役務をいう。

③ 端末系伝送路設備とは、端末設備又は電気通信事業者の設置する電気通信回線設備

と接続される伝送路設備をいう。

(２) ｢秘密の保護｣及び｢検閲の禁止｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (５点)

Ａ 電気通信事業者の取扱中に係る通信の秘密は、侵してはならない。

Ｂ 電気通信事業者の取扱中に係る通信は、業務に必要と認める場合を除き、検閲してはなら

ない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 電気通信事業法に規定する電気通信事業とは、電気通信役務を (ウ) に応ずるために提

供する事業をいう。 (５点)

① 公正な競争 ② 他人の需要 ③ 公共の福祉

(４) 利用者は、端末設備又は (エ) 設備を接続するときは、工事担任者資格者証の交付を受

けている者に、当該工事担任者資格者証の種類に応じ、これに係る工事を行わせ、又は実地に

監督させなければならない。 (５点)

① 事業用電気通信 ② 自営電気通信 ③ 電気通信回線

(５) 総務大臣は、工事担任者資格者証の交付を受けようとする者の養成課程で、総務大臣が総務

省令で定める基準に適合するものであることの (オ) した者に対し、工事担任者資格者証

を交付する。 (５点)

① 認証をしたものを合格 ② 許可したものを受講 ③ 認定をしたものを修了

 
H2302_DD第三種



Ｍ－12

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣、｢有線電気通信法｣、｢有線電気通信設備令｣又は

｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、そ

の番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の種類及び工事の範囲｣について述べた次の二つの文章

は、 (ア) 。 (５点)

Ａ ＤＤ第三種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事のうち、

接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１００メガビット以下のものであって、主

としてインターネット接続のための回線に限る工事を行い、又は監督することができる。た

だし、総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を除く。

Ｂ ＡＩ第三種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備を接続するための工事のうち、

端末設備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る工事を行い、又は監督することが

できる。また、総合デジタル通信用設備に端末設備を接続するための工事のうち、総合デジ

タル通信回線の数が毎秒６４キロビット換算で１のものに限る工事を行い、又は監督するこ

とができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 技術基準適合認定を受けた端末機器には、その旨を表示しなければならないが、 (イ)

に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最初の文字は、Ｄである。(５点)

① インターネットプロトコル電話用設備 ② デジタルデータ伝送用設備

③ 総合デジタル通信用設備

(３) 有線電気通信法に規定する有線電気通信とは、送信の場所と受信の場所との間の線条その他

の導体を利用して、 (ウ) 方式により、符号、音響又は影像を送り、伝え、又は受けるこ

とをいう。 (５点)

① 多 重 ② 電磁的 ③ 機械的

(４) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (エ)

である。 (５点)

① 絶縁電線とは、絶縁物又は保護物で被覆されている電線をいう。

② ケーブルとは、光ファイバ以外の絶縁物のみで被覆されている電線をいう。

③ 強電流電線とは、強電流電気の伝送を行うための導体をいい、絶縁物又は保護物で

被覆されている場合は、これらの物を含む。

(５) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律は、不正アクセス行為を禁止するとともに、これに

ついての罰則及びその再発防止のための都道府県公安委員会による援助措置等を定めることに

より、電気通信回線を通じて行われる電子計算機に係る犯罪の防止及び (オ) により実現

される電気通信に関する秩序の維持を図り、もって高度情報通信社会の健全な発展に寄与する

ことを目的とする。 (５点)

① アクセス制御機能 ② 自動遠隔制御 ③ 本人確認の徹底

 
H2302_DD第三種



Ｍ－13

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (５点)

① デジタルデータ伝送用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であ

って、デジタル方式により、専ら符号又は影像の伝送交換を目的とする電気通信役務

の用に供するものをいう。

② 選択信号とは、主として相手の端末設備を指定するために使用する信号をいう。

③ 絶対レベルとは、一の皮相電力の１ワットに対する比をデシベルで表したものをいう。

(２) 責任の分界又は安全性等について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (イ) である。

(５点)

① 利用者の接続する端末設備(以下｢端末設備｣という。)は、事業用電気通信設備との

責任の分界を明確にするため、事業用電気通信設備との間に分界点を有しなければな

らない。

② 端末設備は、事業用電気通信設備との間で側音(電気的又は音響的結合により生ず

る発振状態をいう。)を発生することを防止するために総務大臣が別に告示する条件

を満たすものでなければならない。

③ 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な誘導雑音が発生すること

を防止する機能を備えなければならない。

(３) 利用者が端末設備を事業用電気通信設備に接続する際に使用する線路及び保安器その他の機

器(｢配線設備等｣という。)の電線相互間及び電線と大地間の絶縁抵抗は、直流 (ウ) ボル

ト以上の一の電圧で測定した値で (エ) メガオーム以上であること。(５点×２＝１０点)

① １ ② ２ ③ ５０

④ １００ ⑤ ２００ ⑥ ５００

(４) ｢端末設備内において電波を使用する端末設備｣について述べた次の二つの文章は、 (オ) 。

(５点)

Ａ 総務大臣が別に告示する条件に適合する識別符号(端末設備に使用される無線設備を識別

するための符号であって、通信路の設定に当たってその照合が行われるものをいう。)を有

すること。

Ｂ 使用される無線設備は、一の筐体に収められており、かつ、容易に開けることができない
きょう

こと。ただし、総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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Ｍ－14

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間におい

て、使用電圧が３００ボルト以下の場合にあっては、 (ア) メガオーム以上、３００ボルト

を超え７５０ボルト以下の直流及び３００ボルトを超え６００ボルト以下の交流の場合にあっ

ては、 (イ) メガオーム以上の絶縁抵抗を有しなければならない。 (５点×２＝１０点)

① ０.１ ② ０.２ ③ ０.４ ④ ０.５ ⑤ １ ⑥ ２

(２) 安全性等について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ウ) である。 (５点)

① 端末設備は、事業用電気通信設備から漏えいする通信の内容を意図的に識別する機

能を有してはならない。

② 配線設備等は、事業用電気通信設備を損傷し、又はその機能に障害を与えないよう

にするため、総務大臣が別に告示するところにより配線設備等の設置の方法を定める

場合にあっては、その方法によるものであること。

③ 端末設備内において電波を使用する端末設備は、使用する通信路が空き状態である

かどうかについて、総務大臣が別に告示するところにより判定を行い、空き状態であ

る場合にのみ電波の周波数を設定するものであること。ただし、総務大臣が別に告示

するものについては、この限りでない。

(３) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号の低群周波数は、

(エ) までの範囲内の特定の四つの周波数が用いられている。 (５点)

① ３００ヘルツから７００ヘルツ

② ６００ヘルツから１,０００ヘルツ

③ ９００ヘルツから１,３００ヘルツ

(４) 専用通信回線設備等端末の｢電気的条件等｣及び｢漏話減衰量｣について述べた次の二つの文章

は、 (オ) 。 (５点)

Ａ 専用通信回線設備等端末は、総務大臣が別に告示する電気的条件及び光学的条件のいずれ

かの条件に適合するものでなければならない。

Ｂ 複数の電気通信回線と接続される専用通信回線設備等端末の回線相互間の漏話減衰量は、

１,５００ヘルツにおいて７０デシベル以上でなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器及びトランジスタの表記は、旧図記号を用いています。 

 

 

    

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

      ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(８) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(9)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しを表しています。 

 
(10) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号
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